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昭
和
六
十
二
年
十
二
月
九
日
提
出 

質

問

第

三
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

岩
手
県
南
部
地
域
（
宮
城
県
北
隣
接
地
域
）
の
道
路
網
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
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六
十
二
年
十
二
月
九
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議 
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沢 

藤 

礼 

次 

郎 

 

一 

 



 

そ
の
こ
と
が
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
等
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
内
陸
部
と
の
地
域
間
格
差
を
生
じ
、
当
該
地
域

の
開
発
や
、
地
域
経
済
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。 

岩
手
県
の
南
部
地
域
、
特
に
東
磐
井
郡
一
帯
、
気
仙
地
域
は
、
広
大
な
面
積
と
北
上
山
地
に
か
か
つ
て
い
る
と

い
う
地
理
的
条
件
や
、
宮
城
県
と
の
隣
接
地
で
道
路
の
管
理
者
が
異
な
る
な
ど
の
行
政
的
条
件
が
複
雑
に
絡
み
、

道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。 

一 

政
府
は
、
岩
手
県
南
、
宮
城
県
北
に
ま
た
が
る
地
域
の
道
路
網
整
備
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
方
針
を
持
つ
て

い
る
か
。 

当
該
地
域
に
と
つ
て
、
道
路
網
の
整
備
は
懸
案
の
課
題
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
悲
願
と
も
な
つ
て
い
る
。 

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
諸
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

岩
手
県
南
部
地
域
（
宮
城
県
北
隣
接
地
域
）
の
道
路
網
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

四 

国
道
二
八
四
号
、
特
に
千
厩
町
東
小
田
・
川
崎
村
砂
子
田
間
の
改
良
整
備
事
業
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

五 

宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら
岩
手
県
室
根
村
、
藤
沢
町
、
花
泉
町
を
経
て
、
東
北
自
動
車
道
金
成
イ
ン
タ
ー
に
通

ず
る
花
泉
・
気
仙
沼
線
（
仮
称
）
の
一
部
開
設
並
び
に
既
設
路
線
の
改
良
整
備
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

三 

主
要
地
方
道
江
刺
・
千
厩
・
東
和
線
の
改
良
、
特
に
千
厩
西
中
沢
地
内
か
ら
宮
田
橋
間
の
道
路
改
良
工
事
の

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

六 

主
要
地
方
道
大
船
渡
・
三
陸
線
の
清
水
・
合
作
間
ト
ン
ネ
ル
開
さ
く
を
含
む
改
良
工
事
の
見
通
し
は
ど
う

か
。 

八 

一
般
国
道
四
五
号
、
大
船
渡
南
（
地
ノ
森
～
丸
森
）
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、
及
び
新
三
陸
ト
ン
ネ
ル
建
設
を
含

七 

一
般
国
道
三
九
七
号
の
整
備
、
特
に
種
山
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
工
事
の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

二 
主
要
地
方
道
一
関
・
大
東
線
の
整
備
、
特
に
一
関
市
相
川
字
外
大
久
保
・
東
山
町
松
川
字
滝
ノ
沢
間
の
改
良

整
備
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

四 

 



 

 

五 

む 三
陸
局
部
改
良
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


